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桜島の降灰による人体への影響に関する研究

西種子田　弘芳･大　永　政　人

A Study on the Inauences of Sakurajima's
● ●

Volcanic Ashes on Human Bodies

Hiroyoshi Nishitaneda and Masato Oonaga

Ⅰ.は　じ　め　に

ここ数年来,桜島の火山洛動は活発と覆りその降灰による被書は,桜島や鹿児島市及び垂水市周

辺に多大を被害をもたらしている｡その被害は農産物をはじめ,降灰の除去に伴う水道料金並びに

電気料の増大,交通機関の視野狭閉,事故並びに渋滞,さらにはサッシや雨樋の腐蝕など,実生活

への影響も多大であり,よくマスコミの報道するところである｡

こうした連日の降火は,工場や鉱山周辺の媒塵と同時の被害が予想され,おそらくは人体-の特

に呼吸,循環系統への障害を引きかこすことも考えられるであろう｡しかし,それはあくまでも予

想をいLは空想に過ぎない｡降灰並びに火山成分が人体に障書を引きおこすか否かについては,伝

範を疫学的調査並びに基礎医学的病理学的な諸過程を通じてはじめて結論が得られるべきである｡

そこで著者らは,疫学的調査の一環として桜島を中心とする周辺学校の児童生徒-の影響を実態

調査する夜かで,降灰の人体-の影響に関わる諸要因を明らかにしていきたいと考えている｡

本研究は,その第一段階として学校保健統計を中心とした資料の分析,並びに一定の調査を実施

したのでその結果を報告するものである｡

ⅠⅠ.調査項目並びに調査方法等

1.健康実態

学校における健康診断は,学校又は地区教育委員会が委嘱した学校医を中心として,毎年4月か

ら6月にかけて全児童を対象に実施することになっている｡その結果は,学校別地区別に集約され

学校保健統計として,国並びに県全体の実態把握として利用される｡

昭和52年度の鹿児島県学校保健統計から,県と市,郡の実態を参考にし,図Ⅰに示した対象校の

健康診断票の結果と比較した｡細項目は,学校医の記載する内容と同一のものである｡さらに定期

健康診断の予備的,問診的調査である保健調査のうち,噂息に関する調査を鹿児島県教育委員会保

健係と共同で実施したので,その結果をあげた｡

2.呼吸循環機能の実態

被験者は,桜島地区の全小中学校並びに錦江湾に対岸する鹿児島市の6つの小中学校の児童生徒
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のうち,小学校は6年生,中学校は3年生を無作為に抽出した｡なお,桜島地区は小規模校が多い

ので1学校あたり男女とも3-5名,鹿児島市は7-10名である｡

肺活量及び時間肺活量(1秒量)は, ｢フクダ医理化｣のパルモテスターPM-50　により1人3

回実施し,その平均値を基礎倍とした｡

踏台昇降運動は,上述の被験者に対し,小学校では台高30cm,中学校では台高40cmの踏台を

各々3分間負荷させた｡

実施期日は,昭和52年9月から11月である｡
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3.体力運動能力の実態

健康実態と同じく各学校で毎年9月頃までに実施し,学校別地区別に集約することになっている｡

しかし夜がら集約するにあたっては,学校によって全児童を対象として提示する学校もあれば,一

部を無作為に抽出して提示する場合があり,在席者数よりもかなり少をい被験者として収的される

ことになる｡鹿児島県教育委員会は,その集約結果を｢鹿児島県児童生徒の体力,運動能力の問題

点と改善の方法について(通告)｣として毎年提供しているが,その基礎データを参考にした｡怒

れ　中学校においては,体力診断テストの結果も合わせて参考にし検討した｡比較対象校並びに児

童生徒は, Ⅰト2に示したものと同一である｡

4.　そ　の他

年度別,月別降灰量は,鹿児島気象台に依頼して,その結果を表Ⅰにあげた｡降灰量は気象,特
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に風向き,風力等に大きく左右されるが,この資料は,鹿児島気象台の屋上で収集した記録である｡

昭和46年を境に降灰量並びに降灰日数が増大していることがわかる.

表-Ⅰ年度別,月別降灰量及び降灰日数　　　　(鹿児島気象台調べ)

2　　　t　　　3　　】　　4

計

(註) x/y;x-g/m2で降灰量を　yは降灰日数を示す

III.調査結果と考察

1.健康実態

表ⅠⅠに小学校児童の,表ⅠⅠⅠに中学校生徒のり病実態をあげ,各々県全体と鹿児島市並びに桜島

地区の比較をおこなった｡

表-ⅠⅠによると,鹿児島市では男女とも耳疾,慢性副鼻腔炎,アデノイド,輿,咽頭炎をどが高

く,桜島地区の耳疾並びに鼻･咽頭炎の増大とともに上まわっている｡また,ゼンソクにおいても

男子では鹿児島市および桜島地区とも高い傾向を示す.鹿児島市と桜島地区ではさらに肥満傾向の

ものが増加しており,視力0.1未満者の増大ともあいまって,栄養の摂取過剰によるもので夜く,

運動機会の減少による影響が大きいのではをいかと思われる｡また,桜島地区では耳疾や伝染性皮

膚疾患が多く,生活のなかでの清潔感や習慣といった意識が薄いのではをいかとも考える｡

表-ⅠⅠⅠによると,小学校の場合と同じように男子において,慢性副鼻塵炎および鼻･咽頭炎が鹿

児島市および桜島地区ともに県平均を上まわり,特に慢性副鼻腔炎は桜島地区は高い比率を示して
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義-ⅠⅠ昭和52年度小学校児童の疾病比較一覧
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義-Ill　昭和52年度中学校生徒の疾病一覧
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いる｡女子は鹿児島市において,慢性副鼻腔炎および鼻･咽頭炎が県平均よりも高い｡またゼンソ

クは鹿児島市の男女が県平均よりわずかながら高く怒っている｡さらに鹿児島市では視力0.1未満

義-ⅠⅤ　保健調査によるゼンソクの状況
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者が10人中3-4人もいること,さらには脊柱胸郭異常者が多いこととも関連して,小学校時代に

比較しさらに学習活動の増大による幣害の傾向がうかがえる｡桜島地区では尿蛋白検出者が9人も

出て高い比率を示していることも注目すべきことである｡

表-ⅠⅤに保健調査によるゼンソクの状況をあげた｡桜島の南岳火口を中心として5km以内の学

校(桜島地区はすべてこの地域), 5-10kmの範囲さらに10-15kmの地域に3区分し,ゼンソ

クのり患状況を調べたものである｡

小学校においてわずかながら距離による差が見られ,降灰によるゼンソク-の影響が予想される.

2.呼吸･循環機能の実態

表-Ⅴに呼吸･循環機能検査の対象および結果を示した｡

表-Ⅴ　呼吸･循環機能検査結果比較

性

小

翠

校

地　　区i身　cRJ体悪事肺活cc　秒慧

鹿児島市

桜島地区

鹿児島市

1秒率 踏台昇
降指数 人　員

14…:;8 ‡ 3…:…5

2405.4

450.98

2316.7

395.31

14;.6

.74…:;2

2259.7

364.5

2032. 5

354.57

桜島地区

学

校

2218.6

333.56

2018.8

369. 43

体位は小中学校および男女とも鹿児島地区が桜島地区より上まわり,肺活量および踏台昇降運動

では小学校は男女とも鹿児島市が桜島地区を上まわり,､中学校では桜島地区の男子が鹿児島市地区

を上まわっている｡肺活量測定の意味ほ乳幼時期の一定期間を過ぎたら,その量はほとんど意味を

もた夜レつo Lかし時間肺活量は気道抵抗が高かったり,肺の弾性が減少した場合には,呼吸に時間

がかかり1秒間または3秒間に呼吸される量は減少するという性質をもつ｡そのため一定の肺機能

の測定として価値が高いと云われる｡しかし,一般には肺活量の70-80^の呼出があれば健康であ

ると云われるので,鹿児島市および桜島地区学童と･も正常範即こあると云えるo

その量的を差は体位による差あ､る'Lhはそれに伴う胸郭の大きi,･呼吸筋の強さの差によるものと
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思われる｡踏台昇降運動による差も体位の差,特に長青による差のみであると云えよう｡

3.運動能力および体力の実態

表-ⅤⅠに小学校児童の,義-VIIに中学校生徒の運動能力検査の比較を示した｡また,義一VIIIに

は中学校生徒の体力診断テストの結果をあげた｡

表ⅤⅠ-⑦　昭和52年小学校児童の運動能力検査一覧
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(註)上段の⑳は鹿児島市の平均より上まわり0は下まわり㊤は同じ値を示す｡

下段の⑳は県平均より上まわりOは下まわり◎は同じ値を示す.
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小学校児童の運動能力においては,鹿児島市の男子平均はいずれの種目においても一般に県平均

よりもよい｡女子は斜懸垂とジグザグドリブルがほぼ県平均と同じ位の値を示すのに対して,その

他の種目では下まわっている｡学校別にみると,名山小の男子を除いて清水小と鴨池小の男女およ

び名山小の女子ではいずれの種目においても県平均および鹿児島市の平均より低い傾向にある｡

表Ⅴト㊥
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表Ⅶ-①　昭和52年度や学校生徒の運動能力一覧

地区及び学校名　l　　県　　全　　体　l　　酒　　水　　中　　E　　長　　田　　中　l　　鴨　　池　　中

14　　　12

走　巾　跳　M
S.D.

(cm)

ソフトボール投げ

(m)

14　　　12　　　13　　　14　　　12　　　13

ゥ8.7甲8･2声7.9e 8.7
0.70‡　0.67:　0.501　0.70

218ゥ　92JG　9910 108lO

女!走巾跳M
S.D.

(cm)　　N

ソフトボール投げ

(m) N　13,340

6

　

3

6

　

6

　

8

●

　

　

1

9
　
4
　
　
I

2

　

1

　

31

8

　

4

2

　

4

　

7

･
　
3

9
　
4
　
　
-

2

　

1

　

31

持　　久　　走

(珍)

_
ゥ
　
　
e

5

　

1

2

　

5

　

0

･
　
3

7
　
3
　
　
-

2

　

1

　

31

40.1

14.57

3.07 ⑳ 34.8

8霊◎ll.0

18言l◎ll.96

71282.00283.2

1…ヲ;;;21.07
0162

高蒜す◎277. 4桓281. 8 :ゥ273. 0盲㌫1義蒜γ妄蒜蒜毎㌫
25.37:20.92:24.8319i……ぎ◎20.02
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(註)上段のOは鹿児島市の平均より上まわり0は下まわり㊤は同じ債｡
下段の⑳は県平均より上まわり0は下まわり㊤は同じ値｡

鹿児島郡全体の平均は,男子において走巾跳と斜懸垂で,女子では走巾跳と斜懸垂およびジグザ

グドリブルにおいて県平均および鹿児島市の平均よりも低い｡学校別および種目別にみると　50m

走は各学校いずれも男女とも県平均より高い｡しかし,走巾跳は桜峰小を除いていずれも低い傾向

にある｡また斜懸垂は改新小と黒神小の男子,また桜峰小女子の6年生を除きいずれも低い｡ジグ

ザグドリブルは男子において全ての学校で県平均および市平均を上まわっているが,女子は桜峰小

の5年生を除いていずれも低い傾向にある｡

中学校生徒の運動能力にお,いては,鹿児島市の平均は男子の2年生3年生の走巾跳と持久走およ

び女子の全学年の走巾跳を除いて,県平均を下まわる傾向が見られる｡また鹿児島市の学校別･種

目別の場合では,清水中は一般に男女ともいずれの種目においても市および県の平均を上まわる傾

向にある｡長田中は男女とも50m走と持久走において低い傾向を示し,鴨池中では男子の50m走,

ソフトボール投げ,斜懸垂および1年生2年生の走巾跳,女子の斜懸垂と1年生の50m走および
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4ゥ264.3
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走巾跳がそれぞれ低い傾向にある｡

また鹿児島郡の平均においては,男子の2年生3年生の走rl]跳を除いて市および県平均よりも高

い｡学校別および種目別の場合,黒神中は男子の2年生3隼生の斜懸垂と女子1年生3年生の持久
)

走を除いて,いずれの学年もそれぞれの種目で市お耳び県平均を下まわっている｡東桜島中では男

子のソフトボール投げ,斜懸垂および持久走が,女子は斜懸垂と持久走において低い傾向にある｡

しかし桜島中は男女ともいずれの種目で高い値を示している｡

次に中学校生徒の体力診断の結果をみると,鹿児島市では背筋力を除いていずれの種目も県平均

を下まわっている.また鹿児島郡は男子の踏台昇降運動,女子の反復横とびと踏台昇降運動でわず

かに県平均を下まわるものの,その他のいずれの学年および種目で市および県平均を上まわってい

る｡しかし,調査対象校の実状にはかなりの変動がみられる｡鹿児島軒の場合,清水中は男女とも

市ならびに県平均と同等か上まわっている｡しかし長田中では男女の反復横とび,垂直とび,握力
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表Ⅷ-⑦　昭和52年度中学校生徒の体力診断一覧
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および踏台昇降運動において,女子は伏臥上体そらしと立位体前屈などにおいてそれぞれ下まわっ

ている｡また鴨池中でも男子が垂直とび,背筋力および伏臥上体そらし等で,女子も垂直とびでそ

れぞれ下まわっている｡桜島地区の場合も,桜島中は鹿児島市の清水中と同様に市および県平均を

上まわっている｡しかし束桜島中の男子の垂直とび,背筋力および握力において,女子の垂直とび,



西種子田　弘芳･大　永　政　人　　　　〔研究紀要　第30巻〕　91

) 40.7

4.12;　4.63

ゥ　190'荷　　90

≡ 4gi…;i… 40.2

5.71
91

◎ ;≡:;2!◎ ;≡:;9

令 69.8 1066.9

0 1鴇12･…;

;3㌔…;r:3;:≡;1034
I3

!｡:……

≡52.
7.
1……i;3;･.≡;1036.
¥6.……◎千23.7
23.｡60;ll:293
◎86ゥ42

034.0ゥ19.0
16.14:4.33

oe管;‥667

i55.;7妄049.

8.蔓35

a1;.･;e7.8
3.93.94
◎108JO88

島　　　　中

.
愉
　
e

8

　

9

1

　

4

0 56.2 ;㊨ 68.5
9.44;　8.09

ゥ6.9桓7.7

5.74
75i｡4i;≡

14　1　12

022
2:V◎367:三｡

◎12.1辱12.6

背筋力,握力および踏台昇降運動でそれぞれ下まわっている.また黒神中は三種目の測定しか提示

されていをいけれども,背筋力を除いて垂直跳と撞力が市および県の平均を下まわっている.

以上の運動能力および体力診断の測定結果によって,桜島の降灰が直接的に影響したとは即答で

きをい｡運動能力や体力はその個人の体質的体位的特性と指導者の有無やその練習程度さらには栄
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養摂取や生活様式等の状況が複雑にからみあった結果の産物であるため,それらの諸要因を詳細に

分析したうえで,低下や上昇の原因をつかむ作業がこれから必要だと考える｡

ⅠⅤ.む　　す　　び

学校保健統計および呼吸･循環機能諸検査ならびに運動能力･体力診断テストの実態から,鹿児

島市および桜島地区学童生徒の降灰による影響を調査した｡これらを比較検討した結果を要約する

と次のとおりである｡

(1)鹿児島市および桜島地区は慢性副鼻腔炎,鼻･咽頭炎などが多く,またゼンソクも両地域

でやや多い｡

(2)　しかし,呼吸･循環機能検査の結果は健常夜範囲にあり問題とは怒らをい｡

(3)運動能力および体力診断では,両地区のある学校では市平均および県平均と比較して低い

値を示すところもあるが,それが降灰によるものとは必ずしも云えをい｡

最後に今回の研究は一定の予備的段階であったため,対象者と対象人員および対象地域に一定の

限度があったことは否めない｡次回はこれらを充分に考慮し,さらに地域住民や降灰地域以外の対

象者を選定しての実態を踏まえて,数量的に比較検討を加えたうえで報告するつもりである｡

をお,この研究は文部省の特定研究｢桜島の噴火災害に関する基礎的研究(代表石川秀雄教授)｣

の一環として行なったものである｡

本研究を行なうにあたっては,御多忙にもかかわらずかつ貴重を資料を提供して下さった鹿児島

県教育委員会保健体育科と鹿児島気象台並びに対象校として御苦労を御願い致しました関係諸学校

の先生方に厚く御礼申し上げます｡

(1978年10月13日　受理)


